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【目的】在宅療養を意思決定した終末期患者家族の揺れ動く心理を明らかにし、退院支援看護師として必

要な看護を明らかにする。

【方法】事例研究。本研究は、研究者の所属する施設の倫理委員会の承認を得た。

【事例提示】A氏（70歳代、男性）は、在宅で過ごし看取りは病院で主治医に行ってもらいたいと希望して

いた。腫瘍からの出血や疼痛増強により、一時入院となり、家族は患者の希望は叶えたいが家庭、仕事の

役割が遂行できず逃げ出したくなったと涙を流していた。在宅療養に限界を訴えていたが、入院中に今

後予測される身体症状の説明、本人と今後の過ごし方についての思いの共有、訪問看護師との情報共有、

家族の思いを肯定する関わりをしたことで、家族は在宅療養の継続を希望された。

　B氏（70歳代、女性）は、在宅療養を希望していた。訪問診療に移行予定で調整していたが、自宅での生活

が困難となり入院となった。長女は介護負担が大きかったこと、予測できない病状の中、自分が意思決定

しなければならないことへの重圧感を感じており、長女の決断が患者の意思と反するのではないかと困

惑していた。そのため、これまでの長女の関わりや意思決定を肯定し、自宅に帰ることよりも最期の時間

を過ごすことが重要であることを長女と共有した。

【考察】A氏B氏ともに在宅療養を希望し、家族は、患者の希望を叶えてあげたい気持ちと予測できない病

状、介護負担、希望を叶えられないことへの自責の念、自分が療養場所に関わる決定をしなくてはならな

い心理的負担の中で揺れ動いていた。退院支援看護師は、患者と家族が事前に話し合えるよう予測でき

ることを具体的に説明し支援体制を整えておくこと、家族の意思決定を支持し、患者の状態に応じた最

期の過ごし方を後悔がないように一緒に考えていくことが重要である。

【結論】在宅療養を意思決定した患者を支える家族は、患者の希望を叶えたい気持ちと介護負担および希

望を叶えられない自責の念、療養場所の決定をしなくてはならない心理的負担の中で揺れ動いており、

その気持ちに沿った支援が重要である。
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